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第13回●URLを入力するときは大文字と小文字にも注意しよう
なにやってんだよ

！
池田健二（インプレスグループ・ラボ）

リンクの記述でサーバーのログが変わる
WWW広告も増えてきたおり、最近ではアチコチで見かける。こ

れを広告という観点から見ると、その媒体の威力を何らかの数値で

表せた方が都合がよい。アクセス数、ヒット数、インプレッション

など、いろいろな単位で出てきたが、こうした数値は、WWWサー

バーで記録しているログを集計して算出している。

ログに記録しているのはお決まりの、アクセスしてもらったペー

ジとユーザーのIPアドレス以外に、最近のWWWサーバーソフトウ

ェアでは、ユーザーが使っているブラウザーの種類やバージョン

（User-Agent）と、「うちのページはどこからリンクされているの

か」（Referer）といった情報も記録できる。

こうした付加的な情報は、ユーザーがアンケートに答える能動的

なアクションではなく、実はブラウザーがファイル転送を要求する

際についでにサーバーに送ってきてくれるものだ。

ブラウザーの種類（の文字列）はそのブラウザーに埋め込まれて

いるのでユーザーレベルの設定などによって変更することはできな

い。が、どこからリンクされているか？については、リンクしてい

るページにおいてどのようなリンク（<A HREF="...">）を記述して

いるかでサーバーで記録されるログが変わる。

URLの表記は統一している
<A HREF="...">で使うURLにはもちろんサーバー

名が含まれている。インターネットのサーバー名（ホ

スト名）は大文字と小文字は区別されないので、す

べて小文字でもすべて大文字でも機能的には問題な

い。もちろん大文字と小文字が混ざっていてもまった

く問題ない。例を挙げると、h t t p : / / w w w .

impress.co.jp/はhttp://WWW.IMPRESS.CO.JP/と、

すべて大文字でもアクセスでき、大文字と小文字を混ぜ

て、http://www.Impress.CO.JP/としてもアクセスできる。

つまり、あるWWWサーバーを指し示す表記は大文字と小文字の

組み合わせの数だけあることになる。が、あるひとつのものを指す

異なった表記があるとまぎらわしいので、ぜひとも統一したい。た

とえば、インプレスでは「http://www. impress.co.jp/とすべて小

文字で表記する」と決めている。

決められたURLを入力しよう
もしリンクしてもらえるならば、サーバー名は小文字で記述し、

ポート番号などつけないでほしいのがwww.impress.co.jpだ。他の

サイトの場合、雑誌や検索のページに掲載されているURLが正式な

表記の場合であることが多いので、なるべくそのとおりに入力する

ようにしよう。

このことは、リンク集ページからのリンクだけでなく、個人的な

ブックマークや手でURLを入力する時にも、大文字小文字を混ぜ

たりするとサーバー側におかしな「Referer」として記録に残る。

名前は、呼ばれる側の都合に合わせてあげよう。

インプレスでも、一定期間ごとに、WWWサーバーにどれくらいの
アクセスがあったのかというデータを集計している。そうした作業の中で気が付いた点、
いうなればサーバー管理者からのお願いを1つさせていただこう。

ネットワーク管理者・池田の

最後のスラッシュは評価できる（本誌1996年2月号参照）が、
大文字にはしないように
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